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１８７２（明治５）年の鉄道開業時、線路を敷くため

東京湾の浅瀬に築かれた「高輪築堤」について、国

連教育科学文化機関（ユネスコ）の諮問機関「国際記

念物遺跡会議」（イコモス、本部パリ）は、国際的にも

非常に重要な遺産だとして、調査に伴う解体をやめ

るよう求める「ヘリテージアラート」を出し、ＪＲ東日

本の深澤祐二社長らに宛てて文書を送付しました。

イコモスは、世界文化遺産の登録審査を行う機関

で、高輪築堤を「日本の近代化の出発点であり、日

本と（建設指導に当たった）英国の技術を合わせた

構造物が、非常に良い状態で残っている」と評価し

ています。アラートでは、遺構の重要性を広く知ら

せないまま解体・再開発を進めることは、国や都の

文化財保護行政上、深刻な懸念材料で、あしき前例

を残すとしています。 

JＲ東日本会社は「高輪築堤の出土は、鉄道会社で

ある弊社にとって大変意義深い。価値継承に向け、

引き続き真摯に取り組む」としています。 

一方、東京地本は「鉄道遺構である高輪築堤の保

護・保全に関する意見書」を、ＪＴＳＵ議員懇である都

議会議員の西沢けいた議員・森あい議員を通じて働

きかけました。残念ながら意見書は議会での調整は

付きませんでしたが、歴史的な遺構である高輪築堤

の保存については議論を深めなくてはいけません。 東京都議会へ提出した意見書 


